
と且ご…i∋
まちのうごき

人口6，134人（一2｝

　男　2，968人（一1）

　女3，166人（一1）

世帯数し746戸（一2）

63年8月1日の現在人口

　　　（　）は右前月比

6％

100

　9月15日は敬老の日ですが、四脚鳥川の塩月テイさ

んは、明治2「年5月15日生れで、今年の5月満100歳を

迎えられました。

　テイさんの長生きの秘訣は、朝ウメりコ、晩酌O．8

合、信仰のこころで、目も耳もまだまだ達者です。

　孫は14人、ひ孫は25人＼今は晩酌の焼酎と、玄孫が

出来るのを楽しみにしています。

故郷の渓荒くして砂あらず
　　　　　岩を飛び飛び鮎は釣りにき

牧　水
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九
月
十
五
8
は
「
敬
考
の
日
」

　　

@　

@
町
内
の
9
0
歳
以
上
は
2
9
名

　
”
人
生
八
十
年
時
代
”
を
迎
え
た

い
ま
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
は
お

年
寄
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
な
ぜ
な
ら
、
長
年
培
っ
て
き
た
豊

富
な
知
識
と
経
験
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
生
か
す
こ
と
は
、
社
会
的
に

大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
活
動
を
通
し
て
お
年
寄
り
自
身

の
生
き
が
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
高
齢
化
社
会
を
む
か
え
た
今

8月15日調／

お
年
寄
り
の
社
会
参
加
が
大
き
な
課

題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
町
内
で
は
、
十
二
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
の

活
動
に
終
ら
ず
に
、
お
年
寄
り
の
知

恵
や
経
験
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
こ

と
も
必
要
な
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
く
か
ら
伝
わ
る
地
域
の
文
化
を
、

ま
た
幼
い
頃
遊
ん
だ
竹
と
ん
ぼ
、
水

鉄
砲
、
竹
馬
、
お
手
玉
と
い
っ
た
お

も
ち
ゃ
の
作
り
方
を
子
供
た
ち
に
教

え
る
伝
承
活
動
を
行
う
こ
と
も
お
年

寄
り
が
地
域
社
会
に
参
加
す
る
大
切

な
こ
と
で
す
し
、
ま
た
そ
う
い
う
場

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
役
割
、
地
域
社
会
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
と
い
う
の
は
、
　
一
般

的
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
が
七
％
を
超
え
た
社

会
を
い
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
既

に
一
九
・
四
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
五
人
に
一
人
は
高
齢
者
と
い
う

本
町
の
状
況
を
考
え
る
と
き
、
敬
老

の
日
を
単
に
国
の
祝
日
と
位
置
付
け

る
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に

向
け
た
、
高
齢
化
問
題
を
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
と
し
て
、
ま
た
地

域
づ
く
り
の
課
題
と
し
て
考
え
理
解

を
深
め
る
日
と
し
た
ら
い
か
が
で
し

よ
う
か
。

　
ま
た
本
町
で
九
月
十
五
日
ま
で
に

九
十
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
は
、
二

十
九
名
お
ら
れ
ま
す
．
、

　
町
で
は
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
は

祝
金
を
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
、

麟
G～・〃

κ3　溺

§／1厚

、

一

　
」
、

麗
週
農
會
邑
動
罫
書
陰
る

地区名1氏　　名　．年令；生年月　日
小野田…太田．喜平次　IO3！M．18．7．18

福　瀬…塩月テイ…100IM．21．5．15

小野田；伊藤久吉llOOIM．21．6．29
”　　　　1僑　［」　ノ＼　Lソ　　…　99　　　　N1．　22．　　2　．　16　　　　　　　　　1

仲　深i三浦マツig6　iM．25．9．9

〃　…草野新七195　1M．26．　L　10

福　瀬i新名岩吉；94 M．26．12．27
c

越　表1河野辰治…93　1M．28．3．28　　1

鶴野内 向山善平1 93　…M．28．　7．10

羽　坂 甲斐彌吉 92　1M．28．11．2

小野田 森田マチ 921M．29．2，20

鶴野内 菊池リウ 92　1M．29．2．26

小野田1肥田サカヨ 92　1M．29．3．20

〃　　土田キクノ 92　1M．29．　7．22

坪　谷1那須力彌 91　1M．29．10．25

仲　深　三浦キク
91iM．30，1．8　1

田　野　那須嘉市191 M．30．　3．　5

小野田1都甲伊助　　91 M．30．　7．11

〃　i小林留三郎　　1 91 M．30．　8．20

福　瀬i小林ミャ 90 M．30．12．　5

鶴野内1塩月　トラ 90 M．30．12．21

坪　谷 酒井タイ
90 M．31．　1．29

鶴野内 南頭トメ 90　1M．31．2．5

〃 佐藤椹次郎 golM，31．2．10

寺　迫 山本松次郎 golM，31．3．15

仲　深 矢野フク
90 M，31．　4．　8

小野田 黒田アイ
90 M．31．4．14

坪　谷 和田　　榮： 90 ：M，31．5，7

鶴野内 西村トシ　90　1M．31．9．2

九
十
歳
以
上
長
寿
者
名
簿
（
昭
和
六
十
三
年
九
月
十
五
日
現
在
）

　
高
齢
者
の
事
故
が
増
加

　
本
県
の
高
齢
者
人
口
は
、
県
人
口

の
一
二
・
八
守
を
占
め
、
全
国
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
東
郷
町
は
一
九
・
五
誉

と
全
国
平
均
に
比
べ
、
二
十
年
以
上

早
い
ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
な
い
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
も
増
加
し
、
昨
年
中
は
県
下
で

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
二
十
八
人

も
出
ま
し
た
。
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る

バイクに乗る時は
ヘルメットをかぶりましょう！

　　　一　　　！（

曾

（
（

薯≧

　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
リ
　
　
ノ

＠
曾
　
　
　
〔

お
年
寄
り
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

　片

�
ﾒ
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
、
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
．
．

O
運
動
期
間
　
9
月
1
1
日
～
2
0
日

O
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
交
通
安
全
　
お
と
し
よ
り
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り

　
秋
の
交
通
安
全
運
動

　
秋
の
行
楽
期
を
迎
え
、
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
交
通

安
全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
「
止
っ

て
確
認
」
の
実
践
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
を
習
慣

づ
け
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
秋
の
交
通
安
全
運
動

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

O
運
動
の
期
間
　
9
月
2
1
目
～
3
0
日

O
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
交
通
安
全
　

一
人
ひ
と
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
や
り

，

こ“う、
つ町田と

13｝　日召イ…U63・年　9　月　目

木
起
訴
の
不
服
は

　　

@　

@　

沁
@
審
査
会
へ

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
者
で
「
検
察
官
が
犯

人
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
．
．
」
そ

う
い
う
不
満
の
あ
る
人
は
延
岡
検
察

審
査
会
へ
相
談
に
き
て
く
だ
さ
い
．
、

O
　
検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ
て

　
か
ら
今
年
で
四
〇
周
年
に
な
り
ま

　
す
、
検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察

　
官
の
仕
事
に
国
民
の
常
識
的
な
意

　
見
を
反
映
さ
せ
て
刑
事
司
法
を
明

　
る
く
、
正
し
く
し
ょ
う
と
す
る
目

　
的
で
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

O
　
検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か

　
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
十
】
人
の
検

　
察
審
査
員
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

o
　
審
査
は
、
被
害
者
、
告
訴
人
の

　
申
立
て
と
検
察
審
査
会
自
体
が
事

、ヒ望

一
面

軸
▽

懸

隔
国
国

　
件
を
取
り
上
げ
て
開
始
し
ま
す
。

　
そ
の
方
法
は
事
件
記
録
を
調
べ
た

　
り
、
証
人
を
呼
ん
だ
り
、
実
地
見

　
分
を
し
た
り
し
て
検
察
官
の
不
起

　
訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
慎

重
に
調
べ
ま
す
。

O
　
審
査
の
結
果
、
捜
査
が
不
十
分

　
で
あ
る
と
か
、
起
訴
す
べ
き
で
あ

　
る
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　
検
察
庁
で
は
こ
れ
を
参
考
に
し
て

　
事
件
を
再
検
討
し
捜
査
を
や
り
直

　
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果

　
起
訴
が
相
当
で
あ
る
と
の
結
論
に

　
達
し
た
と
き
は
裁
判
所
に
起
訴
の

　
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

O
　
検
察
審
査
会
は
全
国
地
方
裁
判

　
所
の
所
在
地
二
〇
七
箇
所
に
あ
り

　
ま
す
．
、

　
な
お
、
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て

の
費
用
は
、
一
切
無
料
で
す
し
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
延
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

　
住
所
　
延
岡
市
東
本
小
路
一
三
番
地

　
電
話
　
◎
＝
九
八
二
（
三
二
）
三
二
九
「

大
目
如
来
祭
≡
＝
篶
螢
弟
≡

　
八
月
十
日
に
鶴
野
内
大
工
野
地
区

で
、
大
日
如
来
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
礼
は
昔
か
ら
今
日
ま
で
毎
年
旧
暦

の
六
月
二
十
八
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

祭
礼
で
は
、
御
堂
に
御
膳
、
餅
、
御

神
酒
を
お
供
え
し
て
、
御
姿
、
御
札

に
入
魂
し
、
参
拝
者
に
は
、
そ
の
餅
、

御
札
、
御
神
酒
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

又
地
区
で
は
、
く
じ
付
の
餅
ま
き
を

行
い
ま
す
。

　
大
日
如
来
は
、
全
国
津
々
浦
々
を

行
脚
の
醐
、
こ
の
地
に
庵
を
く
み
、

特
に
牛
馬
の
重
要
性
と
そ
の
愛
護
育

成
を
地
方
民
に
切
々
と
説
か
れ
た
の

で
、
各
地
農
民
の
間
か
ら
牛
馬
の
護

神
と
崇
拝
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　
大
日
如
来
神
祠
の
例
祭
日
に
は
、

今
も
遠
路
各
地
よ
り
参
拝
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
近
年
い
く
ら
か
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
が
依
然
熱
心
な
参
拝

者
が
あ
る
こ
と
は
、
現
在
将
来
共
に

農
家
経
済
の
一
助
と
し
て
家
畜
の
重

要
性
を
物
語
り
、
併
せ
て
如
来
の
尊

い
遺
徳
を
慕
う
人
々
の
心
か
ら
な
る

信
仰
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
何
し
ろ
四
百

年
以
上
も
昔
の
こ
と
で
、
適
確
な
資

料
記
録
は
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

織
田
信
長
が
天
下
統
一
と
共
に
尼
寺

廃
止
の
指
令
が
下
り
、
如
来
様
の
庵

も
尼
僧
と
い
う
こ
と
で
、
廃
止
さ
れ

入
国
警
備
官
募
集

　
入
国
警
備
官
と
は
、
全
国
の
地
方

入
国
管
理
局
、
同
支
局
、
同
出
張
所
、

各
入
国
者
収
容
所
に
お
い
て
次
の
よ

う
な
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

O
不
法
入
国
者
や
不
法
残
留
者
な
ど

　
の
違
反
事
件
の
調
査
。

O
収
容
令
書
ま
た
は
退
去
強
制
令
書

　
を
発
付
さ
れ
た
外
国
人
の
収
捕
、

　
収
容
、
護
送
、
送
還
。

o
入
国
者
収
容
所
な
ど
に
お
け
る
被

　
収
容
者
の
処
遇
、
施
設
の
警
備
。

　
昭
和
六
十
三
年
度
も
次
の
要
領
で

入
国
警
備
官
の
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。〔

受
験
資
格
〕

　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
6

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

〔
受
付
期
問
〕

8
月
2
6
日
～
9
月
8
日

〔
採
用
予
定
数
〕

約
5
5
名

〔
試
験
の
方
法
〕

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
人
物
試

験
、
身
体
検
査
、
身
体
測
定
、
体

力
検
査

〔
試
験
地
〕

札
幌
市
、
仙
台
市
、
東
京
都
、

古
屋
市
、
大
阪
市
、
広
島
市
、

松
市
、
福
岡
市
、
鹿
児
島
市
、

覇
市

〔
問
い
合
せ
先
〕

那高名

　
福
岡
入
国
管
理
局
鹿
児
島
出
張
所

　
住
所
　
鹿
児
島
市
泉
町
1
8
番
2
号

　
　
　
　
4
0
　
港
湾
合
同
庁
舎
4
F

電
話
二
九
几
．
一
（
二
．
．
）
5
6
5
8
・
5
6
5
9

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
．
、

　
そ
の
後
、
大
日
如
来
神
祠
と
し
て

御
堂
が
建
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
遺
品
と
し
て
残
っ
て
い
る
物

に
、
大
日
如
来
の
御
姿
と
御
札
の
原

板
が
あ
り
ま
す
．
、
原
板
の
裏
に
は
文

政
二
年
堂
嘉
蔵
丑
七
月
二
十
五
日
集

光
院
作
と
書
い
て
あ
り
ま
ず
．
、
参
道

の
石
段
は
文
政
五
年
に
建
設
さ
れ
五

十
四
段
あ
り
ま
す
。

　
神
祠
の
西
方
近
く
に
は
、
如
来
像

の
お
墓
が
祀
ら
れ
、
住
民
夫
々
の
供

物
焼
香
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
如
来
の
庵
跡
地
は
長
い
年

月
「
庵
方
」
（
ア
ン
ガ
タ
）
と
呼
ば

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
．
、

▲大日如来御堂
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一

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等
に
関

す
る
法
律
と
は
、
第
二
次
大
戦
の
終

戦
後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に

強
制
抑
留
さ
れ
、
そ
の
後
日
本
に
帰

、
還
さ
れ
た
方
に
対
し
、
「
慰
労
品
」

と
「
慰
労
金
」
を
交
付
す
る
事
業
を

定
め
た
法
律
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
と
い
う
事
業
団
が
主
体
と
な

っ
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
該
当
者

は
直
接
こ
の
事
業
団
へ
慰
労
品
、
慰

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等

　　

@　

℃
O
三
る
法
律
に
つ
い
＝

労
金
の
請
求
手
続
き
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
請
求
手
続
き
に
必

要
な
書
類
等
は
、
町
役
場
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
早
目
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
手
続
き
の
期
間
は
昭

和
六
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
昭
和
六

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

紹
丁
￥
￥
1
M
1
￥
1
》
丁
副
1
￥
1
￥
￥
ギ
ー
ギ
ー
語
1
》
1
紹
／
￥
i
￥
1
㎡
1
ぜ
一
￥
ギ
ー
￥
1
紹
1
￥
￥
￥
￥
1
￥
副
1
￥

劒
9
竃
恥
禽
ず
避

　
　
　
　
東
郷
町
重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

　
東
郷
町
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者

の
福
祉
の
増
進
と
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
障
害
が
一
級
ま
た
は
二

級
の
言
及
び
指
定
の
機
関
で
重
度
の

精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ
た
者
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
障
害
が
三
級
で
、
か

つ
指
定
機
関
に
お
い
て
中
度
の
精
神

薄
弱
と
判
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て

医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
に
よ
る
助
成

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
町
長
に

　
　
　
　
　
　
い
て

申
請
を
し
て
受
給
資
格
者
証
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
に
い
く
つ
か
の
条
件
と
制
限

が
有
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。，

丁

ρ

‘．．二，

6

農
林
産
品
展
へ

　
　
　
出
品
の
お
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
☆
産
業
文
化
祭
☆

　
町
で
は
、
今
年
も
十
一
月
十
一
日

か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
産
業

文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、
農

林
産
品
展
に
つ
い
て
は
、
例
年
出
品

数
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
本
年
の
出
品
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら

計
画
的
に
作
付
を
行
な
い
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

鯉
仔

　
　
い
り
ま
せ
ん
か
？

　
農
政
課
で
は
、
鯉
仔
の
あ
っ
せ
ん

を
い
た
し
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
、

九
月
十
日
ま
で
に
農
政
課
振
興
係
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
錦
・
黒
　
1
0
㎝
　
一
匹
二
十
円

妻

国
民
年
金
保
険
料

　　

@
申
請
免
除

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
る

期
間
が
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
四
十
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ

の
間
に
最
低
二
十
五
年
以
上
の
納
入

期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老

齢
基
礎
年
金
ば
か
り
で
な
く
、
も
し

も
の
と
き
に
障
害
、
遺
族
基
礎
年
金

も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
病
気
・
失
業
等
で
所
得

が
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
人
は
、
役
場
年
金
係
の
窓
口
に

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
申
請
免
除
と
い
い
ま
す
。

　
申
請
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
目
に
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

増
築
工
事

　
　
　
　
～
法
務
局
延
岡
支
局
～

　
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局
で
は
、

事
務
室
・
書
庫
が
狭
あ
い
の
た
め
、

利
用
者
の
み
な
さ
ま
方
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
庁
舎
北
側
の
駐
車
場
の
上
に
二
階

書
庫
を
増
築
し
、
事
務
室
を
拡
張
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
下
記
工
事
期
間
中
は
、

駐
車
場
の
利
用
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
御
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

の
で
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
ご
来
局
の
際
は
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

工
期
　
昭
和
6
3
年
8
月
～
昭
和
6
4
年
1
月

献
血
の
お
願
い

　
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

　
東
郷
町
で
は
、
毎
回
多
く
の
方
か

ら
献
血
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
毎
年
夏
場
は
、
血
液
の
在
庫

が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　
次
の
日
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

9
月
1
6
日

▽
場
所
　
東
郷
町
役
場

▽
時
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
農
協
東
郷
支
店

▽
時
間
　
1
3
時
～
1
5
時

、
つ

こ“、
つ

と田丁 報5〕昭和63年9月号

溝
糊
図

　　　＜彼岸花の植栽

　　　　　～牧水公園～

　坪谷・仲深の老人クラブと、役場の管理

職は、8月6日、牧水公園において、彼岸

花の植栽を行いました。

　これは、新ひむかづくり運動の一環であ

る花一杯運動として行れました。

消費者講座レ
　7月27日、迫野内公民館において、県消費生活センター

による消費者講座が開催され、迫野内婦人会の皆さんが出

席しました。

　これは、消費者啓発推進事業として行われ、「悪徳商法の

知識と訪問販売のトラブル」・「クレジットの知識」について、

映画や実例をまじえて、約二時間説明を受けました。

　身近に起こる問題だけに、皆真剣に聞き入っていました。

▲ミ＝バレーボール大会
　7月24日、東郷町婦人連絡協議会及び体育指導委

員協議会主催による町婦人ミニバレーボール大会が、

町中央公民館で開催されました。

　当日は、町内から18チームが参加して行われ、3

パートに分かれて日頃の練習の成果を競いました。

　結果は次のとおりです．

Aパート

　1位田野　　 2位福瀬A
Bパート

　1位鶴野内B　2位福瀬B
Cパート

　1位　鶴野内　　2位　寺迫

　　　▲河川遊泳場
　　　　　　　～坪谷川～

　今年の夏は雨が多く、小中学生にとっては少し

残念な夏休みとなりましたが、この夏完成した牧

水庵下の坪谷川河η1遊泳場には、天気の良い日に

町内外から多くの家族連れが訪れ、たいへん好評

でした。

短
歌

尾
鈴
短
歌
弓

懸
の
上
に
野
良
猫
親
子
何
思
う
長
き

思
案
に
背
の
び
し
て
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

こ
の
店
は
隠
居
仕
事
と
言
う
主
人
使

い
こ
ま
れ
し
工
具
光
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

香
貫
山
に
牧
水
し
の
び
登
り
き
て
高

き
碑
の
下
朗
唱
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

香
貫
山
の
ぼ
り
来
た
る
も
晴
間
な
く

牧
水
歌
碑
よ
り
富
士
は
の
ぞ
め
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

中
国
の
山
水
画
に
似
し
景
観
は
わ
が

住
む
庵
の
ほ
と
り
に
も
在
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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瀦
劉

　
静
岡
県
沼
津
市
は
、
牧
水
が
昭
和

九
年
に
東
京
か
ら
移
り
住
ん
で
昭
和

三
年
九
月
十
七
日
に
永
眠
さ
れ
る
ま

で
、
家
族
共
々
生
活
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
牧
水
は
こ
の
沼
津
千

本
松
原
や
駿
河
の
海
、
富
士
山
、
伊

一
口
⊥
半
島
の
遠
景
等
を
愛
し
て
い
ま
し

た
．
．　

こ
の
沼
津
を
起
点
と
し
て
、
日
本

＜
沼
津
牧
水
記
念
館

各
地
に
旅
を
し
、
秀
歌
を
作
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
沼
津
を
永
住
の
地
と

定
め
、
千
本
松
原
の
松
の
木
伐
採
の

話
が
起
る
や
、
陣
頭
に
立
っ
て
伐
採

反
対
の
運
動
を
し
て
、
伐
採
を
中
止

さ
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
程
沼

津
の
町
を
愛
し
て
い
た
と
言
う
こ
と

が
分
り
ま
す
。

★
沼
津
牧
水
記
念
館
開
設
★

　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
一
日
に
沼

津
千
本
霜
林
に
牧
水
記
念
館
が
開
館

さ
れ
ま
し
た
、
、

　
東
郷
町
民
の
大
部
分
の
方
は
、
沼

津
に
牧
水
記
念
館
が
出
来
た
事
を
ご

存
知
な
い
と
思
い
ま
す
．
、
す
で
に
こ

の
牧
水
記
念
館
を
見
学
し
て
い
る
の

は
、
町
長
、
教
育
長
、
町
議
会
議
員

の
方
々
で
あ
り
ま
す
．
一

★
東
郷
町
牧
水
顕
彰
会
一
行
見
学
★

　
東
郷
町
牧
水
顕
彰
実
役
貝
一
同
は
、

是
非
沼
津
の
牧
水
記
念
館
を
見
学
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
度
会

長
の
許
し
を
得
て
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。
視
察
者
は
、
役
員
で
あ
る
木

村
映
一
、
東
村
吉
市
、
三
浦
治
郎
吉
、

矢
野
文
雄
、
那
須
ロ
ハ
郎
、
川
原
塩
江
、

坪
谷
小
学
校
長
柳
田
尚
人
、
都
甲
鶴

男
の
一
行
八
名
で
あ
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
他
の
役
員
の
方
は
都
合

で
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
七
月
十
六
日
日
向
市
駅
よ
り
寝
台

特
急
車
に
て
出
発
、
列
車
に
て
一
夜

を
明
か
し
て
、
翌
十
七
日
（
日
曜
）

午
前
八
時
十
五
分
、
沼
津
駅
に
到
着

し
ま
し
た
．
．

　
沼
津
の
駅
付
近
か
ら
は
、
富
士
山

が
く
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
す
が
、

霧
が
深
く
遠
い
山
々
は
全
く
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
駅
の
改
札
口
を
出
る

と
、
か
ね
て
連
絡
が
し
て
あ
っ
た
の

で
、
記
念
館
関
係
職
員
、
沼
津
市
社

会
教
育
課
長
さ
ん
方
の
御
出
迎
え
を

受
け
、
早
速
車
に
分
乗
し
て
市
街
地

を
走
り
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
沼
津

の
町
は
大
き
く
、
そ
し
て
奇
麗
な
商

店
街
で
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
十
五
分

位
で
記
念
館
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
松
林
の
中
に
青
屋
根
平
屋
建
て
の

家
が
二
棟
並
ん
で
お
り
、
坪
谷
の
牧

水
記
念
館
が
念
頭
に
あ
る
の
で
、
こ

の
平
家
建
て
が
ま
さ
か
記
念
館
と
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ビ
ー
に
案
内

さ
れ
、
さ
ら
に
奥
の
部
屋
に
通
さ
れ

る
と
、
青
畳
二
品
畳
と
い
う
日
本
間

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
明
る
く
柔
か
な

部
屋
で
出
さ
れ
た
お
茶
を
い
た
だ
く

と
、
夜
行
寝
台
の
疲
れ
も
一
度
に
抜

け
て
し
ま
う
よ
う
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
沼
津
市
側
の
上
田
治

史
副
館
長
以
下
五
名
の
方
と
、
東
郷

町
側
八
名
の
初
顔
合
せ
が
行
わ
れ
、

一
通
り
の
氏
名
紹
介
、
双
方
の
挨
拶

を
交
し
ま
し
た
．
、
何
と
は
な
し
に
他

人
行
儀
が
し
な
い
で
、
牧
水
を
通
し

て
の
姉
妹
感
を
深
く
感
じ
た
の
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

甘
鈴
μ
冒
昌
ロ
ー
昌
一
h
一
昌
H
冒
旨
一
冒
昌
バ
冒
昌
一
厩
H
冒

八入、

若山牧水・
ビ鞭X×枯煮，v恒．v．dV・

牧
水
の

　　

@
小
説

狐
か
人
か
四

塩
月
儀
市

　
随
分
長
い
間
同
じ
姿
勢
で
私
は
そ

の
物
音
の
す
る
方
向
に
向
っ
て
待
ち

構
え
て
い
た
。
幾
ら
か
つ
つ
近
づ
い

て
は
来
る
が
、
中
々
遅
い
。
じ
っ
と

見
張
っ
て
い
る
私
の
両
眼
か
ら
は
ぼ

う
り
ぽ
ろ
り
と
涙
が
浸
み
出
は
じ
め

た
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
此
方
か
ら
声

を
掛
け
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、

声
が
ど
う
し
て
も
出
な
い
。
咽
喉
が

引
き
つ
け
る
よ
う
で
呼
吸
す
ら
苦
し

く
な
っ
た
。

　
咽
喉
ば
か
り
で
な
く
、
力
を
張
り

切
っ
て
い
る
全
身
ま
で
石
の
よ
う
に

固
く
な
り
、
且
つ
痛
く
な
っ
て
来
た
．
、

と
う
と
う
た
ま
り
か
ね
て
、
私
の
指

先
は
鉄
砲
の
曳
金
に
触
れ
た
。
ど
一

ん
と
い
う
響
き
は
山
か
ら
山
、
谷
か

ら
谷
へ
長
い
尾
を
引
い
て
響
き
渡
っ

た
。
と
、
同
時
に
、
不
思
議
な
る
か

な
、
鐘
太
鼓
の
音
が
ハ
タ
と
止
ん
だ
。

思
わ
ず
私
も
立
ち
上
る
と
、
今
度
は

今
迄
よ
り
も
統
一
し
た
明
か
な
人
間

の
声
で
、
オ
ー
イ
と
叫
ぶ
の
が
聞
え

た
。
今
の
一
発
の
鉄
砲
で
、
い
っ
か
身

体
に
余
裕
が
出
来
た
も
の
と
見
え
、

思
わ
ず
知
ら
ず
私
の
咽
喉
か
ら
も
、

オ
ー
イ
と
い
う
声
が
出
た
。

　
オ
ー
イ
と
呼
び
、
オ
ー
イ
と
応
え

る
。
ど
う
も
そ
れ
が
真
実
の
人
間
の

声
ら
し
く
て
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

も
幾
ら
か
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
の
よ

う
に
ま
で
思
わ
れ
て
来
た
、
こ
う
ま

　
へ
　
　
コ
ハ

で
巧
に
化
け
ら
れ
る
も
の
か
と
は
思

い
乍
ら
、
私
は
ま
た
声
を
か
け
た
．
、

　
「
オ
ー
イ
、
誰
か
ッ
．
．
」

　
「
お
っ
ど
む
ち
ア
、
わ
り
ゃ
ア
だ
り

か
（
俺
達
だ
。
お
前
は
誰
だ
と
の
意

味
。
）
」
と
す
ぐ
斯
う
答
え
た
。
ま
が

　
い
も
な
い
人
間
の
声
で
あ
る
．
．

　
「
俺
だ
よ
、
俺
だ
よ
。
」

と
私
は
我
知
ら
ず
続
け
様
に
本
音
を

出
し
て
こ
う
答
え
た
。

　
す
る
と
何
か
が
や
が
や
騒
い
で
い

た
が
、
急
に
こ
ち
ら
を
指
し
て
登
っ

て
来
る
ら
し
い
様
子
だ
。
も
う
太
鼓

の
音
な
ど
は
し
な
く
な
っ
た
．
、
私
は

直
ぐ
鉄
砲
の
弾
を
新
に
込
め
代
え
た

が
、
も
う
今
迄
の
様
な
姿
勢
を
し
て

い
な
か
っ
た
。
提
げ
た
ま
ま
松
の
根

方
に
立
っ
て
い
た
．
、

　
が
さ
が
さ
と
下
の
木
立
の
中
か
ら

登
っ
て
来
る
の
を
見
て
い
る
と
、
茸

先
に
出
て
来
た
の
が
私
と
同
じ
村
の

若
者
で
仁
三
と
い
う
男
、
そ
の
次
が

同
じ
く
徳
と
い
う
．
兀
気
者
で
あ
っ
た
．
．

禰
一
回
班
網
痴
』

、
つ

こ“、
つ

と報町の昭和63年9月号

　
　
〔
U
〔
h
］
「

　
　
　
　
　
　
　
〕
【
　
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
〔
「
」
〔

遭
磯
覇
壌

⑳
痛
風
の
話

東
郷
病
院
院
長

　
　
鈴
木
俊

　
痛
風
と
は
血
液
中
の
尿
酸
と
い
う

物
質
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
り
急
に

関
節
な
ど
が
い
た
く
な
る
病
気
で
す
。

　
紀
元
前
十
五
世
紀
す
で
に
エ
ジ
プ

ト
で
香
料
の
サ
フ
ラ
ン
が
治
療
に
つ

か
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
、

紀
元
前
百
年
前
の
人
骨
か
ら
痛
風
結

節
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
紀

元
前
四
世
紀
医
学
の
祖
た
る
ギ
リ
シ

ア
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
体
内
の
毒

の
］
種
が
蓄
積
し
て
い
た
み
を
お

こ
す
と
信
じ
、
美
食
、
酒
な
ど
の

食
事
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
い
た
よ

う
で
す
、

　
日
本
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
頃
よ

り
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
】
般
に
知
ら
れ

る
よ
，
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
で
す
．
、

　
人
口
千
人
に
対
し
二
人
の
有
病
率

で
、
町
立
病
院
に
も
五
人
以
上
の
方

が
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
．
、
症
状
は
足

の
親
指
の
つ
け
ね
に
は
じ
ま
る
い
た

み
（
℃
○
血
止
頭
舜
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
記

載
か
ら
由
来
）
が
症
状
で
、
数
時
間

で
極
限
に
達
し
、
靴
も
は
け
な
い
と

患
者
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　
西
暦
1
6
8
3
年
Q
。
旨
α
Φ
5
冨
∋

は
自
分
自
身
が
三
十
才
で
痛
風
と
な

り
腎
結
石
を
お
こ
し
、
「
ベ
ッ
ド
で
ね

て
い
る
と
朝
方
二
時
頃
、
足
の
親
指
、

踵
、
足
首
、
足
背
部
の
い
た
み
で
目

が
覚
め
る
。
こ
の
い
た
み
は
関
節
脱

臼
の
様
で
あ
り
、
あ
た
か
も
そ
の
部

分
に
は
冷
た
い
水
が
注
が
れ
た
様
で

も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
悪
寒
、
戦
陳
が

起
こ
り
微
熱
が
出
る
．
．
痙
痛
は
最
初

は
少
し
で
あ
る
け
れ
ど
、
し
だ
い
に

激
し
く
な
る
。
足
首
の
骨
や
中
央
骨

の
靱
帯
に
も
広
が
る
。
靱
帯
（
ス
ジ
）

を
猛
烈
に
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
引
き
裂
く

様
な
感
じ
で
あ
る
。
咬
ま
れ
る
様
な
、

圧
迫
さ
れ
る
様
な
、
し
め
つ
け
ら
れ

る
様
な
い
た
み
で
あ
る
．
．
い
た
み
が

強
裂
で
あ
る
の
で
、
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー

の
重
さ
や
人
が
室
内
を
歩
く
時
の
振

動
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
様
な
感
じ
が

あ
る
。
じ
っ
と
し
て
お
れ
ず
、
い

た
む
関
節
の
向
き
を
変
え
た
り
し
て

眠
れ
な
い
拷
問
の
様
な
夜
が
過
ぎ
て

い
く
．
、
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
激
裂
な
い
た
み
か
ら
軽
い
い
た
み

ま
で
程
度
が
あ
る
の
で
す
が
、
治
療

を
し
な
け
れ
ば
関
節
炎
発
作
の
回
数

が
増
し
、
痛
風
の
合
併
症
を
お
こ
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
撲
の

関
取
り
に
痛
風
が
多
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
．
．
時
々
捻
挫
と
い
っ
て

休
場
す
る
力
士
が
い
ま
す
。
こ
れ
が

痛
風
発
作
の
よ
う
で
す
。

　
関
取
り
た
ち
の
尿
酸
を
続
け
て
調

べ
る
と
、
強
さ
の
ピ
ー
ク
に
尿
酸
値

が
上
が
っ
て
い
き
、
下
が
っ
て
く
る

と
引
退
が
近
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
で

て
い
ま
す
。
引
退
し
て
痛
風
の
た
め
、

腎
臓
機
能
低
下
（
痛
風
腎
）
を
き
た

し
、
腎
不
全
で
な
く
な
る
と
い
う
力

士
も
過
去
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
の
選
手
に
も
痛
風
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
尿
酸
の
高
い
人
は
人
口
の
二
～
三

％
い
ま
す
か
ら
、
計
算
上
町
内
に
は

百
二
十
名
程
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の

十
％
に
あ
た
る
十
二
名
馬
が
痛
風
の

方
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
の
ほ

と
ん
ど
は
肉
食
を
好
み
、
尿
酸
の
原

料
の
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
ん
だ
食
事

を
知
ら
ず
に
選
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
。

世
は
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
ア
ン

キ
モ
、
白
子
、
カ
ニ
ミ
ソ
、
ウ
ニ
な

ど
に
は
多
量
の
痛
風
の
も
と
を
含
ん

だ
食
品
が
は
び
こ
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
ア
ル
コ
ー
ル

が
加
わ
る
と
完
壁
に
尿
酸
値
が
上
昇

し
痛
風
発
作
の
到
来
で
す
。
宴
会
の

あ
と
に
痛
風
発
作
が
多
い
の
も
こ
う

い
う
わ
け
な
ん
で
す
．
、

　
痛
風
の
方
の
】
日
の
ア
ル
コ
ー
ル

量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
酒
一
合
、
ビ

ー
ル
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
ニ

杯
、
焼
酎
百
五
十
㎡
が
目
安
で
す
。

　
現
在
の
痛
風
の
患
者
さ
ん
の
多
く

は
発
作
が
な
く
な
る
と
外
来
を
訪
れ

な
く
な
り
ま
す
。
治
療
を
し
て
血
中

の
尿
酸
値
を
下
げ
て
お
か
な
い
と
腎

症
、
腎
不
全
そ
し
て
死
亡
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や

心
臓
病
、
脳
卒
中
の
確
率
が
増
し
て

き
ま
す
．
．
し
た
が
っ
て
一
生
病
院
に

つ
き
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
病
気
な
わ

け
で
す
。

　
よ
く
食
べ
て
、
肥
満
体
の
方
で
捻

挫
も
し
な
い
の
に
ス
ジ
が
い
た
い
と

い
う
の
は
痛
風
の
前
兆
か
も
し
れ
ま

せ
ん
、
人
間
ド
ッ
ク
で
尿
酸
が
高
い

と
い
わ
れ
た
方
も
要
注
意
で
す
。
是

非
、
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

派
出
所
だ
よ
り

少
年
の
非
行
と

　
　
　
家
出
を
防
ご
う

　
例
年
夏
休
み
期
間
中
や
、
夏
休
み

後
に
は
、
学
生
、
生
徒
の
家
出
や
盗

み
な
ど
の
非
行
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
た

安
堵
感
に
よ
る
気
の
緩
み
や
、
保
護

者
の
放
任
な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
、

　
非
行
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
遊
び

癖
が
つ
き
勉
強
嫌
い
と
な
っ
て
、
不

純
異
性
交
遊
、
金
銭
浪
費
、
素
行
不

良
者
と
の
交
友
な
ど
の
不
良
行
為
の

ほ
か
、
盗
み
な
ど
の
非
行
に
走
っ
た

り
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
更
に
、
夏
休
み
明
け
の
二
学
期
に

な
る
と
学
校
嫌
い
、
保
護
者
、
学
校

教
師
か
ら
叱
責
さ
れ
た
な
ど
の
原
因

で
、
単
独
又
は
グ
ル
ー
プ
で
家
出
し
、

家
出
中
に
小
遣
い
銭
欲
し
さ
か
ら
盗

み
を
働
く
と
い
っ
た
事
例
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
少
年
の
家
出
を
防
止

す
る
に
は
、
親
子
の
対
話
を
強
め
、

A
V
《
苓
《
一
A
V
A
＞

子
供
の
悩
み
ご
と
を
一
緒
に
解
決
し

て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

不
幸
に
し
て
子
供
が
家
出
し
た
場
合

に
は
、
早
く
警
察
に
届
け
る
こ
と
が

非
行
や
被
害
を
防
止
す
る
最
良
の

解
決
策
に
な
り
ま
す
の
で
、
ち
ゅ
う

ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
最
寄
り
の
派
出

所
、
駐
在
所
や
警
察
署
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

O
親
子
の
対
話
を
高
め
、
お
互
い
の

　
人
格
を
み
と
め
あ
う
家
庭
環
境
を

　
つ
く
る
．
、

O
子
供
の
悩
み
を
早
期
に
発
見
し
、

　
解
決
し
て
や
る
。

O
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
は
ず
さ
ぬ
「
し

　
つ
け
」
を
す
る
、

O
日
ご
ろ
の
何
気
な
い
ふ
れ
あ
い
か

　
ら
、
子
供
全
体
の
姿
を
知
る
努
力

　
を
す
る
。

O
厳
し
さ
の
中
に
も
愛
情
の
あ
る
家

　
庭
教
育
を
す
る
。

　
メ

ど
）

0
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告
別
式

　
従
五
位
勲
四
等
瑞
宝
章
・
名
誉
町

民
小
野
弘
殿
が
去
る
七
月
三
十
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
故
人
の
生

前
を
偲
び
、
遺
徳
を
た
た
え
る
た
め

次
の
と
お
り
告
別
式
を
執
り
行
な
う

こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
多
数

の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

　
日
時
9
月
3
日
1
3
時
3
0
分

　
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

消
防
団

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
東
郷
町
消
防
団
部
長
会
で
は
、
例

年
各
部
対
抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
、
次
の
日
程
で
各
部
対
抗
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
1
1
日
佃
　
午
前
8
時

▼
場
所
　
町
中
央
公
民
館

　
　
　
東
郷
中
学
校
体
育
館

身
体
障
害
者

　　

@
巡
回
相
談

　
身
体
障
害
者
の
巡
回
柑
談
が
次
の

日
程
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
体
に
障
害
が
あ
っ
て
も

ま
だ
身
障
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
、
身
障
手
帳
は
交
付
さ
れ
て

い
る
が
、
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た

方
を
対
象
と
し
ま
す
．
．

　
ま
た
、
補
装
具
の
交
付
等
に
つ
い

て
も
相
談
に
応
じ
て
も
ら
え
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
．
．

　
く
わ
し
く
は
、
東
郷
町
役
場
住
民

課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
．
、▼

日
時
　
9
月
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
延
岡
議
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
9
月
1
4
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
都
農
町
老
人
福
祉
館

行
政
相
談
・

　　

@
人
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
一
．行

政
相
談
員

　
　
東
郷
町
仲
深

人
権
相
談
員

　
　
東
郷
町
寺
童

　
　
　
　
羽
坂

　
　
　
　
仲
深

山
口
俊
一

黒
木
利
松

山
本
和
年

中
谷
芳
雄

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．
、

▼
日
時
　
9
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
、

▼
日
時
　
9
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
〈
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
野
田
　
飛
高
久
美
子

鶴
野
内
　
日
隈
節
子

坪
谷
　
　
寺
原
洋
子

赤
ち
ゃ
ん
・

　
　
　
妊
婦
相
談

▼
期
日

▼
場
所

▼
受
付

▼
注
意

い

9
月
2
8
日

東
郷
町
中
央
公
民
館

赤
ち
ゃ
ん
相
談

　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

妊
婦
相
談

　
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分

対
象
者
の
方
で
体
調
の
悪

　
（
特
に
感
染
性
の
病
気
）
場
合
は
、

翌
月
の
機
会
に
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
．
、今

月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
四
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
瀬
の
長
池
進
さ
ん
か
ら

　
（
マ
サ
ヱ
さ
ん
7
1
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
酒
井
太
さ
ん
か
ら

　
（
マ
キ
ヱ
さ
ん
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
関
野
ト
メ
ノ
さ
ん
か
ら

　
（
早
見
さ
ん
5
6
歳
ご
死
去
）

曝
融
齋
卑
、
轡
毎
幽
療
痴
壱
傘
幽
壱
φ

鱒
世
一
籏
蓬
縫
り
紳

磁
命
癌
踏
藤
嘉
轡
蓄
磁
鼻
、
争
塵
毒
φ

（
七
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

瞬…香

…綾1

植1矢…清　川　赤
E酒水…峠　　　…紗　　信…織

ん
の
名

浩［　障義　重
|等…人1　3一：義　　　1

父
の
名

寺；坪：仲i福I　　　　　I

覧ｫ閑瀬
住
所

結
　
婚
お
幸
せ
に

日田
向

市野

小
野
田

日
向
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

関・前曝酒長　1

�c・田：井…池
°ﾅシ2識見佐1マ．エ旨エ 氏

名
福…小　越…坪：福．野1　…

T田…表…谷…瀬
年
齢

156i81・70．86i71

@　　1歳…歳1歳　歳．歳 住
所
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